
岡山県乳がん精密検診機関基準及び届出要領 新基準 
 

１ 目 的 

  本要領は、市町村が住民を対象に実施する乳がん検診の結果、「要精検」となった者に対し、 

精密検診機関として受診を勧奨できる医療機関の基準及び届出の手続を定めることを目的とす

る。 

 

２ 乳がん精密検診機関基準 

  乳がん精密検診機関は、次の各号の条件を原則として全て満たしていること。 

 （１）マンモグラフィの読影 

日本乳がん検診精度管理中央機構（以下「精中機構」という。）が開催する読影講習会を 

修了し、Ａ又はＢ判定の認定を受けた医師が行う体制があること。 

 （２）超音波検査の実施・判定 

精中機構が開催する乳房超音波医師講習会を修了し、Ａ又はＢ判定の認定を受けた医師 

が行う体制があること。 

（３）日本乳癌学会の乳腺認定医又は乳腺専門医の資格を有する医師が常勤で勤務しているこ 

と。ただし、乳腺認定医のみ常勤の場合は、乳腺専門医資格を有する医師の定期的な診療 

及び指導体制を有していること。 

 （４）日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たし、線量（３ｍＧy 以下）及び画質基準を 

  満たした乳房Ｘ線撮影装置を保有すること。 

 （５）精中機構が開催する乳房Ｘ線撮影に関する撮影技術講習会を修了し、Ａ又はＢ判定の認

定を受けた診療放射線技師又は医師が常勤で勤務していること。又は精中機構施設・画像評

価委員会の評価基準に合格した施設であること。 

  （６）乳腺精密検査用超音波診断装置及び乳腺精密検査用超音波探触子を保有すること。 

  （７）病理、細胞診断に関して、細胞診、生検の病理診断医（日本病理学会認定医）が勤務し 

  ているか、又は契約ができており診断可能な機関であること。臨床検査技師は、日本臨床 

  細胞学会認定の細胞検査師であることが望ましい。 

 

 （注１）日本乳がん検診精度管理中央機構とは、日本乳癌検診学会、日本乳癌学会、日本医学

放射線学会、日本産科婦人科学会、日本放射線技術学会、日本医学物理学会、日本超音波医

学会、日本乳腺甲状腺超音波医学会、及び日本超音波検査学会により構成される特定非営利

活動法人である。 

 

（注２）以下の要件をすべて満たしている場合は、特例として承認する場合がある。 

 ①精密検診機関として過去の実績があること。 

 ②第２条（３）において、非常勤医師の場合 

  (a)診療業務の遂行にあたり、非常勤医師が第三者に及ぼした事故等について、責任の所在

を明らかにしておくこと。 

(b)事務局からの求めに応じて、勤務実態を証明すること。 

 

（注３）精密検診実施機関の認定には少なくとも６カ月以上の乳がん検診の実績があること。 

 

 

３ 届 出 

    乳がん精密検診機関の届出をしようとする医療機関は、別記様式１に必要事項を記入の上、 

岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会乳がん部会（以下「乳がん部会」という。）に提出す

るものとする。 

  乳がん部会は届出内容を審査し、適格性のある乳がん精密検診機関として認められれば別記

様式２により受理を通知する。 

 

４ 届出の有効期間 

   届出の有効期間は２年以内とする。ただし、最初の届出の有効期間は、届出のあった年度の



翌年度末とする。また、更新の場合は、有効期間満了日の３０日前までに乳がん部会に届出を

提出すること。 

 

５ 届出後の変更 

    届出機関は、届出事項に変更のあった場合には、変更の内容、年月日、理由等を明記した変 

更届（別記様式３）を速やかに乳がん部会に提出すること。 

 

６ 辞 退 

    届出機関は、届出を辞退する場合には、辞退の理由を明記した辞退届（別記様式５）を乳が 

ん部会に提出すること。 

 

７ 届出の取消し 

    乳がん部会は、届出機関が次の各号に該当する場合は届出取消の審査をし、精密検診機関と

して不適当と認められれば取り消すことができる。（別記様式４） 

 （１）届出を辞退したとき。 

  （２）２に定める基準に該当しなくなったとき。 

  （３）岡山県がん登録室へ精密検診結果の報告及びがん登録の届出が３年間全くない    

とき。 

  （４）その他届出施設として不適当と認められたとき。 

 

８ 市町村への周知 

    届出が受理された医療機関は、適格性のある乳がん精密検診機関として、乳がん部会から市

町村へ通知する。また、取消しのあった場合にも同様にその旨市町村へ通知する。 

  

９ 岡山県の乳がん検診への今後の取り組み 

  日本乳癌学会及び日本乳癌検診学会において、乳がん精密検査機関のレベルアップを図る目

的で、精密検査機関基準の改正と精密検査依頼書（精密検査結果報告書）の記載様式に関する

ガイドラインが示された。それを受けて、岡山県では令和４（2022）年度から、精密検査機関

の基準を改正した。また、令和５年度（2023）年度から、「乳がん精密検査依頼書（乳がん精

密検査結果報告書）」様式をガイドラインに沿うものに改正し、実施を開始した。本様式の改

正により、PPV3（陽性反応適中度３）が算出でき、各精密検査機関の乳房画像診断の質が評価

できるようになる。 

 

１０ 施 行 

    平成１６年４月１日から施行する。 

 

  

  附 則 

  平成１３年 ３月２６日 設置 

  平成１５年１１月１１日 一部改正 

  平成１６年 ４月 １日 施行 

平成２０年 ４月 １日 一部改正 

平成２６年 ３月１３日 一部改正 

平成２７年 ２月２６日 一部改正 

平成２８年 ８月１９日 一部改正 

令和 ４年 ４月 １日 一部改正 

令和 ５年１１月 ７日 一部改正 

 

岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会乳がん部会 

【事務取扱機関】 〒７００－８５７０  岡山市北区内山下２－４－６ 

         岡山県保健医療部疾病感染症対策課（電話０８６－２２６－７３２１） 


